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蓄電池の大型化時に課題となる、安全性と製造プロセスの双方を解決する手法として、蒸気圧を

持たず、かつ柔軟性および整形性に優れる電解質として、高分子/無機複相型電解質を提案しま

す。この電解質は、高分子・無機（酸化物）双方の利点を有するのみならず、割れない・形状自由な

どの実用上の重要な利点を持っています。更に本電解質は塗布で成形が可能な電解質でもあり、

大型量産化の際にもメリットの多い、極めて実用に近い電解質系と考えられます。

● 既存の無機系全固体電池で問題となっている、機械的特性を考慮する必要がなくなります。

● 形状を自由に決められるため、場所やサイズを問わない設置・利用が可能となります。

● 材料の組成割合にかかわらず膜形成が可能であり、形態・性能制御が容易になります。

● 定置用大型蓄電池の設置場所の懸念の解消（都市型設置用大型蓄電池）

● フレキシブルデバイス中への蓄電池の埋め込み

● 美術品など、希少価値の高いものへのサイネージ用電源供給体
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7cm×7cmのラミネート電池 ．

Rgb

Ri

Ri

Cathode

Electrolyte

Anode

高分子/無機複相化

Na-S電池としての適用

SPAN正極

Na金属負極

電解質

全固体Na-S電池

NCO正極

Na金属負極

電解質

全固体Na電池

Na-ion電池としての適用

Fアニオンシャトル型電池としての期待．
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